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(57)【要約】
【課題】表示部の使用状態に応じて、適切に視野角を維
持する液晶表示装置を実現する。
【解決手段】本発明の携帯電話機１は、表示部１８が、
該表示部１８の表示画面に対して垂直軸周りに回転し、
少なくとも２種類のポジションの何れかに固定され、表
示部１８のポジションを判定するポジション判定部３１
と、表示部１８の視野角の広狭を、ポジション判定部３
１が判定したポジションに対応する一定の視野角制御方
向で変更する視野角制御部４０とを備えていることを特
徴とする液晶表示装置。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部に表示された表示内容の天地を示す表示方向を、少なくとも２種類の表示方向の
何れかに切り替える表示方向切替手段と、
　上記表示方向切替手段によって切り替えられた表示方向を判定する表示方向判定手段と
、
　上記表示部の視野角の広狭を、上記表示方向判定手段が判定した表示方向に対応する一
定の視野角制御方向で変更する視野角制御手段とを備えていることを特徴とする液晶表示
装置。
【請求項２】
　表示部が、該表示部の表示画面に対して垂直軸周りに回転し、少なくとも２種類の回転
位置の何れかに固定される液晶表示装置において、
　上記表示部の回転位置を判定する回転位置判定手段と、
　上記表示部の視野角の広狭を、上記回転位置判定手段が判定した回転位置に対応する一
定の視野角制御方向で変更する視野角制御手段とを備えていることを特徴とする液晶表示
装置。
【請求項３】
　上記表示方向に対応する一定の視野角制御方向とは、上記表示部の表示方向を上下方向
とした場合の該表示部の左右方向であり、
　上記表示方向判定手段が判定した切り替え後の表示方向と、切り替え前の表示方向との
角度差と、
　上記視野角制御手段が視野角制御するときの、切り替え前の表示方向に対応する第１視
野角制御方向と、上記切り替え後の表示方向に対応する第２視野角制御方向との角度差と
は、同一であることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　上記表示部の回転前の回転位置に対応する第１視野角制御方向、および、回転後の回転
位置に対応する第２視野角制御方向は、各回転位置に固定された表示部それぞれの水平方
向であることを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　上記視野角制御手段は、
　上記第２視野角制御方向における上記表示部の視野角を、視野角情報記憶部に記憶され
た角度情報が示す、上記第１視野角制御方向における視野角と同一とすることを特徴とす
る請求項３または４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　上記視野角制御手段は、
　上記第１視野角制御方向で実行する視野角制御、および、上記第２視野角制御方向で実
行する視野角制御の少なくとも一方を、上記表示部に表示する表示用データの画素値を補
正することにより実行することを特徴とする請求項３から５のいずれか１項に記載の液晶
表示装置。
【請求項７】
　上記視野角制御手段は、
　上記第２視野角制御方向で視野角制御を行う場合に、上記第１視野角制御方向での視野
角制御を停止することを特徴とする請求項３から６のいずれか１項に記載の液晶表示装置
。
【請求項８】
　上記視野角制御手段は、
　さらに、上記第１視野角制御方向で狭視野角制御を実行している場合に、該狭視野角制
御を停止することを特徴とする請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれか１項に記載の液晶表示装置を備えていることを特徴とする携
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帯型情報端末装置。
【請求項１０】
　液晶表示装置の表示部に表示された表示内容の天地を示す表示方向を、少なくとも２種
類の表示方向の何れかに切り替える表示方向切替ステップと、
　上記表示方向切替ステップにて切り替えられた表示方向を判定する表示方向判定ステッ
プと、
　上記表示部の視野角の広狭を、上記表示方向判定ステップにて判定された表示方向に対
応する一定の視野角制御方向で変更する視野角制御ステップとを含むことを特徴とする液
晶表示装置の視野角制御方法。
【請求項１１】
　表示部が、該表示部の表示画面に対して垂直軸周りに回転し、少なくとも２種類の回転
位置の何れかに固定される液晶表示装置の視野角制御方法であって、
　上記表示部の回転位置を判定する回転位置判定ステップと、
　上記表示部の視野角の広狭を、上記回転位置判定ステップにて判定した回転位置に対応
する一定の視野角制御方向で変更する視野角制御ステップとを含むことを特徴とする液晶
表示装置の視野角制御方法。
【請求項１２】
　コンピュータを、請求項１から８のいずれか１項に記載の液晶表示装置、または、請求
項９に記載の携帯型情報端末装置の各手段として機能させるための制御プログラム。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の制御プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示部の視野角を制御する液晶表示装置、携帯型情報端末装置、視野角制御
方法、制御プログラム、および、記録媒体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＰＤＣ（personal digital cellular）、ＰＨＳ（personal handyphone system
）などの携帯電話機、および、ＰＤＡ（Personal Digital Assistant）などの携帯型情報
端末装置のディスプレイとして液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）が広く利用されている。ＬＣ
Ｄは、ＣＲＴ（Cathode Ray Tube）、プラズマディスプレイなどに比べて、視野角が狭い
ことが欠点とされてきたが、近時のＬＣＤ技術の進歩により、視野角の広角化が進められ
ている。
【０００３】
　しかしながら、上記携帯型情報端末装置は、電車やバスの車内などにおいて混雑した状
況で利用すると、上記携帯型情報端末装置の表示画面に表示された内容が周囲の人に覗き
見される虞がある。特に、電子メールの作成および閲覧を行う場合には、その内容が周囲
の人に覗き見されることはプライバシー上好ましくない。
【０００４】
　この問題に対応して、視野角を制御できるＬＣＤが提案されている。特許文献１、２に
記載の視野角制御装置により、液晶表示装置を通常どおりの通常視野角モード（広視野角
モード）と、視野角が狭く制限された制限視野角モード（狭視野角モード）との何れか一
方から他方に切り替え可能となっている。
【０００５】
　より具体的には、視野角の変更は、例えば、液晶層の液晶分子の配向方向を変更するこ
とによって実現される。
【０００６】
　これにより、図７（ａ）、（ｂ）に示すとおり、携帯型情報端末装置（例えば、携帯電
話機９０）の表示画面９１の表示方向（表示内容の天地、天地が正しい状態での表示画面
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９１の上下方向）に対して垂直方向（ユーザからみて表示画面９１の左右方向）側面から
の視野を制限し、表示画面９１に表示される内容を周囲の人に覗き見されることを防ぐこ
とができる。図７（ａ）は、表示画面９１を正面から見た図であり、（ｂ）は、表示画面
９１を上面から見た図である。
【特許文献１】特開２００６－９８６９１公報（２００６年４月１３日公開）
【特許文献２】特開２００６－７２２３９公報（２００６年３月１６日公開）
【特許文献３】特開平１０－１９７８４４公報（１９９８年７月３１日公開）
【特許文献４】特開２００１－３４４０５０公報（２００１年１２月１４日公開）
【特許文献５】特開２００３－２９５１６０公報（２００３年１０月１５日公開）
【特許文献６】特開２００３－３３７３３６公報（２００３年１１月２８日公開）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上述の特許文献１および特許文献２の技術では、以下の問題を生じる。
【０００８】
　昨今の携帯型情報端末装置では、カメラ機能やテレビ機能などの多機能化が進み、当該
機能を最適に利用するために、液晶表示装置の表示部のポジションを縦横柔軟に切り替え
、表示方向を切り替えて内容を表示することができるようになっている。なお、ポジショ
ンを切り替えるとは、表示部が固定される向きを変えることを示す。例えば、表示部が、
該表示部の表示画面に対して垂直軸周りに回転し、任意の回転位置に固定されるような液
晶表示装置において、回転位置を変更すること（および、表示方向を切り替えること）を
示す。
【０００９】
　具体例を挙げると、図８（ａ）、（ｂ）に示すように、図７（ａ）に示した縦長の表示
画面９１を９０度回転させて横長に固定し、表示方向を合わせて９０度切り替えることな
どが可能である。これにより、テレビ放送の視聴や写真撮影などを行う際画面が見やすく
なる。
【００１０】
　ここで、上記特許文献１、２の視野角制御装置を適用した液晶表示装置において、制限
視野角モード中に図８（ａ）、（ｂ）に示すような９０度の回転を行うと、視野角制御方
向（視野角の広狭が変化する方向）も９０度回転する。結果として表示画面９１の表示方
向に沿った方向（ユーザからみて上下方向）側面からの視野角が制限されてしまい、ユー
ザ自身が表示画面９１の内容を見ることができないという問題が生じる。
【００１１】
　さらに、回転位置および表示方向が９０度切り替えられた後、ユーザからみて左右方向
で視野角を制御することができなければ、切り替え後には、人に覗き見されることを防ぐ
ための視野角制御を適切に行えないという問題が生じる。
【００１２】
　本発明は上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、液晶表示装置の表示
部の使用状態（表示方向や回転位置などの表示部のポジション）を切り替えても、適切な
視野角を維持する液晶表示装置、携帯型情報端末装置、視野角制御方法、制御プログラム
、および、記録媒体を実現することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の液晶表示装置は、上記課題を解決するために、表示部に表示された表示内容の
天地を示す表示方向を、少なくとも２種類の表示方向の何れかに切り替える表示方向切替
手段と、上記表示方向切替手段によって切り替えられた表示方向を判定する表示方向判定
手段と、上記表示部の視野角の広狭を、上記表示方向判定手段が判定した表示方向に対応
する一定の視野角制御方向で変更する視野角制御手段とを備えていることを特徴としてい
る。
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【００１４】
　上記構成によれば、表示方向切替手段は、表示部の表示方向を、少なくとも２種類の表
示方向の何れかに切り替えて、表示内容を表示部に表示する。表示方向とは、表示部の表
示画面に表示された表示内容の天地を指す。この表示方向は、表示部そのものの天地とは
独立して上記表示方向切替手段によって柔軟に切り替えられる。そして、いずれの表示方
向にて表示内容が表示されているかを表示方向判定手段が判定する。
【００１５】
　上記視野角制御手段は、上記表示方向判定手段が判定した表示方向に対応する一定の視
野角制御方向で視野角を制御する。すなわち、一定の視野角制御方向にて視野角の広狭を
変更する。視野角制御方向とは、表示画面における視野角の広狭が変化するときの一定の
方向を指す。
【００１６】
　そして、上記表示方向切替手段が上記表示部の表示方向を切り替えると、上記表示方向
判定手段は、上記表示部の切り替えられた表示方向を判定する。
【００１７】
　上記視野角制御手段は、上記表示方向判定手段によって判定された切り替え後の表示方
向に対応する視野角制御方向で視野角を制御する。
【００１８】
　これにより、表示部の表示方向がどの向きに切り替えられても、判定された切り替え後
の表示方向に対応した視野角制御方向で視野角が制御されるので、上記表示部の視野角を
、表示方向に関わらず、常に最適に維持することが可能となる。
【００１９】
　本発明の液晶表示装置は、上記課題を解決するために、表示部が、該表示部の表示画面
に対して垂直軸周りに回転し、少なくとも２種類の回転位置の何れかに固定される液晶表
示装置において、上記表示部の回転位置を判定する回転位置判定手段と、上記表示部の視
野角の広狭を、上記回転位置判定手段が判定した回転位置に対応する一定の視野角制御方
向で変更する視野角制御手段とを備えていることを特徴としている。
【００２０】
　上記構成によれば、上記液晶表示装置の表示部は、該表示部の表示画面に対して垂直軸
周りに回転し、少なくとも２種類の回転位置の何れかに固定される。そして、いずれの回
転位置にて表示部が固定されているかを回転位置判定手段が判定する。
【００２１】
　上記視野角制御手段は、上記回転位置判定手段が判定した回転位置に対応する一定の視
野角制御方向で視野角を制御する。すなわち、一定の視野角制御方向にて視野角の広狭を
変更する。視野角制御方向とは、表示画面における視野角の広狭が変化するときの一定の
方向を指す。
【００２２】
　そして、上記表示部の別の回転位置に回転されると、上記回転位置判定手段は、上記表
示部の変更された回転位置を判定する。
【００２３】
　上記視野角制御手段は、上記回転位置判定手段によって判定された回転後の回転位置に
対応する視野角制御方向で視野角を制御する。
【００２４】
　これにより、表示部がどの回転位置に固定されても、判定された回転後の回転位置に対
応した視野角制御方向で視野角が制御されるので、上記表示部の視野角を、回転位置に関
わらず、常に最適に維持することが可能となる。
【００２５】
　さらに、上記表示方向に対応する一定の視野角制御方向とは、上記表示部の表示方向を
上下方向とした場合の該表示部の左右方向であり、上記表示方向判定手段が判定した切り
替え後の表示方向と、切り替え前の表示方向との角度差と、上記視野角制御手段が視野角
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制御するときの、切り替え前の表示方向に対応する第１視野角制御方向と、上記切り替え
後の表示方向に対応する第２視野角制御方向との角度差とは、同一であることが好ましい
。
【００２６】
　上記構成によれば、上記表示部の表示方向を上下方向とした場合の、該表示部の左右方
向（表示方向に対して垂直方向）が、視野角制御方向となる。この場合、表示部に表示さ
れる表示内容の天地が正しくなるように表示部を配置すると、視野角制御手段は、ユーザ
から見て左右方向で視野角の広狭を変更することになる。すなわち、ユーザからみて左右
側面の視野を制限して、周囲の人からの覗き見を防止したり（狭視野角）、逆に、大勢で
表示画面を共有できるよう左右側面からでも表示内容を視認できるように視野を拡大した
り（広視野角）することが可能となる。
【００２７】
　そして、上記視野角制御手段は、表示方向の切り替えに応じて、切り替え前後の表示方
向の角度差と、同じ角度差で上記視野角制御方向を変更して視野角を制御する。つまり、
切り替え後の表示方向に対して垂直方向で視野角を制御する。これにより、表示方向にし
たがって表示部が設置されていれば、常に、ユーザから見て左右方向で視野角が制御され
るようにすることができる。
【００２８】
　具体例を挙げて説明すると、以下のとおりである。例えば、表示方向が９０度切り替え
られた場合について説明する。
【００２９】
　表示方向が９０度異なる表示方向に切り替えられると（例えば、縦長の表示部を９０度
回転させて横長に設置し、これに伴って、表示内容の天地が正しく表示されるよう表示方
向を９０度回転させる、など）、切り替え前の視野角制御における視野角制御方向も合わ
せて切り替えなければ、切り替え後の表示方向に沿って平行に（ユーザからみて上下方向
に）視野角を変化させることしかできなくなってしまい、ユーザにとって不都合である。
【００３０】
　そこで、視野角制御手段は、上記表示方向判定手段が判定した切り替え後の表示方向が
、切り替え前の表示方向と９０度異なる場合に、切り替え前の表示方向に対して垂直な視
野角制御方向と９０度異なる、切り替え後の表示方向に対して垂直な視野角制御方向（ユ
ーザからみて左右方向）で視野角を制御する。
【００３１】
　これにより、表示方向が９０度切り替えられても、ユーザから見て常に左右方向で、上
述の狭視野角および広視野角の制御を適切に実行することができる。
【００３２】
　以上のことから、表示方向が９０度切り替えられても、視野角制御方向をそれに応じて
切り替えて、切り替え前と同様の適切な視野角制御（例えば、ユーザからみて左右方向の
視野角を変化させる視野角制御）を常に行うことが可能となり、いずれの表示方向に切り
替えても、周囲からの覗き見を適切に防止することができる。結果として、表示部の表示
方向を切り替えても、適切な視野角を維持することが可能となる。
【００３３】
　表示部が、該表示部の表示画面に対して垂直軸周りに回転し、少なくとも２種類の回転
位置の何れかに固定される上述の液晶表示装置において、上記表示部の回転前の回転位置
に対応する第１視野角制御方向、および、回転後の回転位置に対応する第２視野角制御方
向は、各回転位置に固定された表示部それぞれの水平方向であることが好ましい。
【００３４】
　上記構成によれば、上記回転位置に対応する視野角制御方向とは、当該回転位置に固定
された表示部の常に水平方向のことである。視野角制御手段は、固定された表示部の水平
方向にて視野角の広狭を変更して表示部の視野角制御を行う。
【００３５】
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　これにより、どの回転位置に表示部が回転されても、ユーザから見て常に左右方向で、
上述の狭視野角および広視野角の制御を適切に実行することができる。
【００３６】
　以上のことから、表示部がどの回転位置に回転されても、視野角制御方向をそれに応じ
て変更して、切り替え前と同様の適切な視野角制御（表示部の水平方向、つまり、ユーザ
からみて左右方向の視野角を変化させる視野角制御）を常に行うことが可能となり、いず
れの回転位置に表示部を回転させても、周囲からの覗き見を適切に防止することができる
。結果として、表示部の表示方向を切り替えても、適切な視野角を維持することが可能と
なる。
【００３７】
　さらに、上記視野角制御手段は、上記第２視野角制御方向における上記表示部の視野角
を、視野角情報記憶部に記憶された角度情報が示す、上記第１視野角制御方向における視
野角と同一としてもよい。
【００３８】
　上記構成によれば、視野角制御手段は、切り替え後の第２の表示方向で動作中の表示部
（あるいは、回転後の第２の回転位置で固定されている表示部）の上記第２視野角制御方
向における視野角を、切り替え前の第１の表示方向で動作中の表示部（あるいは、回転前
の第１の回転位置で固定されている表示部）の上記第１視野角制御方向における視野角と
同じになるように制御する。上記第１視野角制御方向における視野角の情報は、視野角情
報記憶部に記憶されている。
【００３９】
　これにより、表示方向が切り替えられたり、表示部が回転されたりして異なる視野角制
御方向で視野角が制御される場合でも、常に、角度が同じになるように表示部の視野角を
維持することができる。結果として、表示部のポジションを切り替えても、適切な視野角
を維持することが可能となる。
【００４０】
　さらに、上記視野角制御手段は、上記第１視野角制御方向で実行する視野角制御、およ
び、上記第２視野角制御方向で実行する視野角制御の少なくとも一方を、上記表示部に表
示する表示用データの画素値を補正することにより実行することが好ましい。
【００４１】
　上記第１視野角制御方向での視野角制御、および、上記第２視野角制御方向での視野角
制御を、ともに表示部の構成（液晶層、偏光板、基板、バックライトなど）を変化させて
実現する場合、第１視野角制御方向での視野角制御を実現するための構成と、第２視野角
制御方向での視野角制御を実現するための構成とを別々に設ける必要があるので、表示部
の構成が複雑になり、大型化する。
【００４２】
　しかし、上述のように、少なくとも一方の視野角制御を表示用データの画素値を補正す
ること（例えば、ガンマ補正などのソフトウェア処理）で実現することにより、液晶表示
装置の構成を複雑にあるいは大型にすることなく、ポジション（表示方向／回転位置）に
応じて適切な視野角を維持することが可能となる。したがって、小型化、軽量化が必須の
携帯型情報端末装置に、当該液晶表示装置を設ける場合には、液晶表示装置の複雑化、大
型化を回避できるので特に効果が大きい。
【００４３】
　上記視野角制御手段は、上記第２視野角制御方向で視野角制御を行う場合に、上記第１
視野角制御方向での視野角制御を停止してもよい。
【００４４】
　上記構成によれば、視野角制御手段は、上記表示方向（回転位置でもよい。以下表示方
向の場合のみで説明する）が異なる表示方向に切り替えられた場合、切り替え前の表示方
向に対応した視野角制御方向にて実行されていた視野角制御を、表示方向の切り替えに応
じて停止する。
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【００４５】
　表示方向の切り替え前に実行されていた視野角制御は、必ずしも、切り替え後の表示方
向にて動作中の表示部の視野角を制御するのに適しているとは限らない。したがって、表
示方向の切り替えに応じて、切り替え前の視野角制御方向での視野角制御を停止すること
により、切り替え後に不適切な視野角制御が実行されることを防止することが可能となる
。結果として、表示部の表示方向を切り替えても（表示部をどの回転位置に回転させても
）、適切な視野角を維持することが可能となる。
【００４６】
　具体例を用いて説明すると、例えば、上述のように、ユーザからみて左右側面の視野角
の広狭を変化させて視野角を制御する液晶表示装置において、縦長の表示部を９０度回転
させて横長に固定し、かつ、これに伴って、９０度異なる表示方向に切り替えられたとす
る。この場合、切り替え（回転）前の視野角制御方向における視野角制御が停止されなけ
れば、切り替え後の表示方向に沿って平行方向（ユーザからみて上下方向）で視野角が変
化することになってしまい、ユーザにとって不都合である。
【００４７】
　しかし、上記構成によれば、表示方向が９０度切り替えられたのに応じて、切り替え前
の、ユーザからみて上下方向（視野角制御方向）による視野角制御を停止することが可能
となるので上述の不都合を解消することができる。
【００４８】
　上記視野角制御手段は、さらに、上記第１視野角制御方向で狭視野角制御を実行してい
る場合に、該狭視野角制御を停止することが好ましい。
【００４９】
　上記構成によれば、視野角制御手段は、切り替え前の表示方向（回転前の回転位置）に
対応する視野角制御方向にて視野角を狭くする狭視野角制御を実行している場合かつ表示
方向が切り替えられた（表示部が回転された）場合に、上記狭視野角制御を停止する。
【００５０】
　これにより、表示方向（回転位置）切り替え後、不適切な狭視野角制御が実行されるこ
とを防止することが可能となる。以上のことから、表示方向（回転位置）に応じて適切に
視野角を制御することができる。
【００５１】
　上述の例を用いて説明すると、ユーザからみて左右側面の視野角を制限して狭視野角制
御を実行中の液晶表示装置において、９０度異なる表示方向に切り替えられたとする（併
せてユーザが表示部を９０度回転させる）。この場合、切り替え前の視野角制御方向にお
ける視野角制御が停止されなければ、切り替え後の表示方向に沿って平行方向（ユーザか
らみて上下方向）の視野角が制限されることになってしまい、ユーザにとって不都合であ
る。すなわち、このまま視野角を制限する狭視野角制御が解除されなければ、表示部を手
前に傾けたり、奥に傾けたりすると、上下方向の視野が制限されて、ユーザ自身が表示画
面の表示内容を視認できなくなってしまう。
【００５２】
　しかし、上記構成によれば、表示方向が９０度切り替えられたのに応じて、切り替え前
の、ユーザからみて上下方向（視野角制御方向）による視野角制御を停止することが可能
となるので上述の不都合を解消することができる。結果として、表示部の表示方向（回転
位置）を切り替えても、適切な視野角を維持することが可能となる。
【００５３】
　本発明の携帯型情報端末装置は、上記課題を解決するために、上述の液晶表示装置を備
えていることを特徴としている。これにより、表示部のポジション（表示方向／回転位置
）に応じて適切な視野角を維持することができる携帯型情報端末装置を実現することが可
能となる。
【００５４】
　本発明の視野角制御方法は、上記課題を解決するために、液晶表示装置の表示部に表示
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された表示内容の天地を示す表示方向を、少なくとも２種類の表示方向の何れかに切り替
える表示方向切替ステップと、上記表示方向切替ステップにて切り替えられた表示方向を
判定する表示方向判定ステップと、上記表示部の視野角の広狭を、上記表示方向判定ステ
ップにて判定された表示方向に対応する一定の視野角制御方向で変更する視野角制御ステ
ップとを含むことを特徴としている。
【００５５】
　上記方法によれば、表示方向切替ステップにて、表示部の表示方向を、少なくとも２種
類の表示方向の何れかに切り替えて、表示内容を表示部に表示する。そして、表示方向判
定ステップにて、いずれの表示方向にて表示内容が表示されているかを判定する。上記視
野角制御ステップでは、上記表示方向判定ステップにて判定された表示方向に対応する視
野角制御方向で視野角が制御される。
【００５６】
　これにより、表示部の表示方向が切り替えられた場合、切り替え後の表示方向に応じた
視野角制御を実行することが可能となる。結果として、表示方向に応じて適切な視野角を
維持することができる。
【００５７】
　本発明の視野角制御方法は、上記課題を解決するために、表示部が、該表示部の表示画
面に対して垂直軸周りに回転し、少なくとも２種類の回転位置の何れかに固定される液晶
表示装置の視野角制御方法であって、上記表示部の回転位置を判定する回転位置判定ステ
ップと、上記表示部の視野角の広狭を、上記回転位置判定ステップにて判定した回転位置
に対応する一定の視野角制御方向で変更する視野角制御ステップとを含むことを特徴とし
ている。
【００５８】
　上記方法によれば、表示部が回転されて回転位置が変更されると、上記回転位置判定ス
テップにて、表示部がいずれの回転位置で固定されているのかを判定する。上記視野角制
御ステップでは、上記回転位置判定ステップにて判定した回転位置に対応する視野角制御
方向で視野角が制御される。
【００５９】
　これにより、表示部が回転されて、回転位置が変更された場合、回転後の回転位置に応
じた視野角制御を実行することが可能となる。結果として、表示部の回転位置に応じて適
切な視野角を維持することができる。
【００６０】
　なお、上記液晶表示装置および携帯型情報端末装置は、コンピュータによって実現して
もよく、この場合には、コンピュータを上記各手段として動作させることにより上記液晶
表示装置（または、携帯型情報端末装置）をコンピュータにて実現させる液晶表示装置（
または携帯型情報端末装置）の制御プログラム、およびそれを記録したコンピュータ読み
取り可能な記録媒体も、本発明の範疇に入る。
【発明の効果】
【００６１】
　本発明の液晶表示装置は、表示部に表示された表示内容の天地を示す表示方向を、少な
くとも２種類の表示方向の何れかに切り替える表示方向切替手段と、上記表示方向切替手
段によって切り替えられた表示方向を判定する表示方向判定手段と、上記表示部の視野角
の広狭を、上記表示方向判定手段が判定した表示方向に対応する一定の視野角制御方向で
変更する視野角制御手段とを備えていることを特徴としている。
【００６２】
　本発明の液晶表示装置は、表示部が、該表示部の表示画面に対して垂直軸周りに回転し
、少なくとも２種類の回転位置の何れかに固定される液晶表示装置において、上記表示部
の回転位置を判定する回転位置判定手段と、上記表示部の視野角の広狭を、上記回転位置
判定手段が判定した回転位置に対応する一定の視野角制御方向で変更する視野角制御手段
とを備えていることを特徴としている。
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【００６３】
　本発明の携帯型情報端末装置は、上述の液晶表示装置を備えていることを特徴としてい
る。
【００６４】
　本発明の視野角制御方法は、液晶表示装置の表示部に表示された表示内容の天地を示す
表示方向を、少なくとも２種類の表示方向の何れかに切り替える表示方向切替ステップと
、上記表示方向切替ステップにて切り替えられた表示方向を判定する表示方向判定ステッ
プと、上記表示部の視野角の広狭を、上記表示方向判定ステップにて判定された表示方向
に対応する一定の視野角制御方向で変更する視野角制御ステップとを含むことを特徴とし
ている。
【００６５】
　本発明の視野角制御方法は、表示部が、該表示部の表示画面に対して垂直軸周りに回転
し、少なくとも２種類の回転位置の何れかに固定される液晶表示装置の視野角制御方法で
あって、上記表示部の回転位置を判定する回転位置判定ステップと、上記表示部の視野角
の広狭を、上記回転位置判定ステップにて判定した回転位置に対応する一定の視野角制御
方向で変更する視野角制御ステップとを含むことを特徴としている。
【００６６】
　したがって、液晶表示装置の表示部の使用状態（表示画面の表示方向または表示部の回
転位置）を切り替えても、適切な視野角を維持することができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００６７】
　本発明の一実施形態について図面に基づいて説明すると以下の通りである。本実施形態
では、本発明の液晶表示装置を、該液晶表示装置の表示部の回転位置および表示方向を縦
横柔軟に切り替え可能な携帯電話機に適用した場合について説明する。
【００６８】
　〔携帯電話機の外観〕
　図２（ａ）～（ｃ）は、本発明の実施形態にかかる携帯電話機１の外観を示す図である
。本実施形態の携帯電話機１は、いわゆるクラムシェル型であり、同図に開いた状態で示
されている。同図（ａ）～（ｃ）は、携帯電話機１を閉じたときに内側となる部分であり
、携帯電話機１を開いたときにユーザが主に利用する側である。そこで、本願では同図（
ａ）に示される側を前面側とする。携帯電話機１を閉じたときに外側となる部分（携帯電
話機１を開いたときに同図（ａ）～（ｃ）の側と反対側となる部分）を、本願では背面側
とする。
【００６９】
　図２に示すように、携帯電話機１は、本体２と、蓋体３とからなり、本体２と蓋体３と
はヒンジ状に連結している。蓋体３は、表示部１８を備えており、前面側に表示画面４が
設けられている。背面側では、同図（ｂ）に示す画面回転ヒンジ部５が、表示部１８の向
きを縦横手動で変更できるように設けられ、表示部１８を回動可能に支えている。これに
より、ユーザは、使用用途に合わせて手動で表示部１８を回転させて所定の回転位置に固
定して表示部１８の向きを変更し、同図（ａ）に示すとおり縦長状態で使用したり、同図
（ｃ）に示すとおり横長状態で使用したりすることができる。なお、本実施形態では、表
示部１８の回転位置の変更に伴って、表示画面４の表示方向を切り替える構成となってい
る。これにより、表示部１８の設置方向（同図（ａ）の状態、（ｃ）の状態）に関わらず
、表示画面４の表示内容は、常に天地が正しくなるよう表示される。
【００７０】
　以下では、同図（ａ）に示す回転位置で表示部１８が縦長に固定され、表示画面４の長
い辺が表示方向に沿っている使用状態を、通常ポジションと称する。また、同図（ｂ）に
示す回転位置で表示部１８が横長に固定され、表示画面４の短い辺が表示方向に沿ってい
る使用状態を、回転ポジションと称する。
【００７１】
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　なお、本実施形態では、表示画面４の表示方向は、表示部１８の設置方向の変更と連動
して自動で切り替わる構成としているが、各々独立して変更される構成としてもよい。こ
の場合、通常ポジションと回転ポジションとを、表示部１８の設置方向の違いによっての
み区別してもよいし、表示画面４の表示方向の違いによってのみ区別してもよい。
【００７２】
　本体２には、前面側にメイン操作ボタン群６が設けられている。メイン操作ボタン群６
は、携帯電話機１における各種設定や機能切替を行うための機能ボタンや、数字や文字な
どの記号を入力するための入力ボタン群とを含んでいる。具体的には、機能ボタンとして
は、携帯電話の電源のＯＮ／ＯＦＦを切替る電源ボタン、撮影モードを起動させるカメラ
ボタン、メールモードを起動させるメールボタン、選択対象を上下左右方向に移動させる
ための十字ボタン、該十字ボタンの中央に配置されており種々の選択を決定する決定ボタ
ンなどが挙げられる。また、入力ボタンとしては、テンキーが挙げられる。
【００７３】
　また、蓋体３にはアンテナ部１０が設けられており、携帯電話機１の各種無線通信を実
現する。例えば、通話機能、テレビ放送波受信機能、データの送受信機能などを実現する
。なお、ここでは図示しないが、本体２の背面側には、カメラが設けられていてもよい。
【００７４】
　〔携帯電話機の構成－概略〕
　図３は、本発明の実施形態にかかる携帯電話機１の概略構成を示す図である。携帯電話
機１は、アンテナ部１０、無線処理部１１、音声処理部１２、音声入力部１３、音声出力
部１４、データ処理部１５、操作部１６、記憶部１７、表示部１８、撮影部１９、電源部
２０、および、制御部２１を備える構成である。
【００７５】
　アンテナ部１０は、電波を外部に送り出すとともに外部から電波を受け取るためのもの
である。
【００７６】
　無線処理部１１は、音声処理部１２またはデータ処理部１５から受信したデータを無線
送信に適した形式に変換し、変換した無線信号をアンテナ部１０を介して外部に送信する
ものである。また、無線処理部１１は、外部からアンテナ部１０を介して受信した無線信
号を元の形式に変換し、変換したデータを音声処理部１２またはデータ処理部１５に送信
するものである。具体的には、無線処理部１１では、チャネルコーデック処理、ベースバ
ンド信号処理、データの変復調処理、ＲＦ（Radio Frequency）処理などが行われる。
【００７７】
　音声処理部１２は、音声入力部１３からの音声信号を所定の音声データに変換して無線
処理部１１に送信するとともに、無線処理部１１からの音声データを音声信号に変換して
音声出力部１４に送信するものである。具体的には、音声処理部１２は、Ａ／Ｄ変換器、
Ｄ／Ａ変換器、アンプ、音声コーデック回路を備える構成である。
【００７８】
　音声入力部１３は、外部から入力された音波を、電気信号である音声信号に変換して音
声処理部１２に送信するものである。具体的には、音声入力部１３はマイクロホンを備え
る構成である。
【００７９】
　音声出力部１４は、音声処理部１２からの音声信号を音波に変換して外部に出力するも
のである。具体的には、音声出力部１４は、スピーカ、イヤホン、音声出力用コネクタな
どを備える構成である。
【００８０】
　データ処理部１５は、制御部２１からのデータを所定形式のデータに符号化して無線処
理部１１に送信するとともに、無線処理部１１からのデータを復号化して制御部２１に送
信するものである。データ処理部１５で行われるデータの符号化／復号化（コーデック）
方式の例としては、ＭＰＥＧ（Moving Picture Experts Group）－４、およびＩＴＵ－Ｔ
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勧告Ｈ．２６３が挙げられる。
【００８１】
　操作部１６は、携帯電話機１の表面に設けられたメイン操作ボタン群６などの入力デバ
イスをユーザが操作することにより、操作データを作成して制御部２１に送信するもので
ある。入力デバイスとしては、ボタンスイッチの他にタッチパネルなどが挙げられる。ま
た、操作部１６は、所定の操作ボタンをユーザが操作することにより、視野角の変更を指
示する操作データを作成し、制御部２１に送信する。
【００８２】
　さらに、操作部１６は、表示部１８を回転可能に支える画面回転ヒンジ部５とも連動し
ており、表示部１８の設置方向が変更された場合に、表示部１８の設置方向を示す情報を
作成し、制御部２１に送信する。これにより、制御部２１は、表示部１８の設置方向を判
定して、表示方向を決定し、常に天地が正しい状態で表示用データを表示画面４に表示さ
せることが可能となる。
【００８３】
　記憶部１７は、各種データおよびプログラムを記憶するものである。記憶部１７の例と
しては、制御部２１が動作する際に必要なプログラム、通信制御データ等の固定データを
記憶する読出し専用の半導体メモリであるＲＯＭ（Read Only Memory）と、バーコード認
識や通信に関するデータ、演算に使用するデータ及び演算結果等を一時的に記憶するいわ
ゆるワーキングメモリとしてのＲＡＭ（Random Access Memory）とが挙げられる。さらに
、記憶部１７は、フラッシュメモリやＥＥＰＲＯＭなどのように書き換え可能な不揮発性
メモリで実現され、携帯電話機１が備えるカメラにより撮像された写真データや、制御部
２１が視野角制御処理時に参照する視野角モードの設定情報を記憶しておいてもよい。
【００８４】
　表示部１８は、制御部２１から画像、テキスト、動画などで構成される表示用データを
受信し、受信した表示用データに基づいて、画像、テキスト、動画などの内容を表示する
ものである。表示用データとは、表示部１８の表示画面４に描画される１画面分の情報の
ことである。本実施形態では、具体的には、表示部１８は、ＬＣＤの表示素子と、受信し
た表示用データに基づいて表示素子を駆動するドライバ回路とを備えた表示パネル６２（
図１）で構成される。
【００８５】
　本実施形態では、表示部１８は、制御部２１から視野角制御データを受信し、受信した
視野角制御データに基づいて視野角を変更する機能（図１の視野角変化パネル６１）を有
するものである。
【００８６】
　撮影部１９は、被写体の撮影を行って画像、動画などのデータを生成するものである。
具体的には、撮影部１９は、被写体からの光を電気信号に変換するＣＣＤ（Charge Coupl
ed Device）、ＣＭＯＳ（Complementary Metal-oxide Semiconductor）などの撮像素子と
、撮像素子からの電気信号をＲＧＢ各色のデジタルデータに変換する映像処理回路とを備
える構成が挙げられる。撮影部１９は、生成したデータを制御部２１に送信する。
【００８７】
　電源部２０は、携帯電話機１内の各種構成に適当な電力を供給するものである。電源部
２０は、例えば、リチウムイオン電池などの充電可能な２次電池、電源回路などによって
構成される。
【００８８】
　制御部２１は、携帯電話機１内の各種構成を統括的に制御するものである。制御部２１
の機能は、例えばＲＡＭやフラッシュメモリなどの記憶装置に記憶されたプログラムをＣ
ＰＵ（Central Processing Unit）が実行することによって実現される。
【００８９】
　本実施形態の携帯電話機１の制御部２１は、表示部１８の表示画面４の視野角を制御し
て、通常視野角モード（広視野角）および制限視野角モード（狭視野角）の何れか一方か
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ら他方に切り替える機能を有する。この視野角モードの切替えは、ユーザが所定の操作ボ
タンを操作することにより実行できる。
【００９０】
　本発明の実施形態では、携帯電話機１は、上記制限視野角モード時に、携帯電話機１の
２種類の使用状態（通常ポジション、回転ポジション）に応じて、互いに異なる２つの視
野角制御処理を実行して、表示部１８における狭視野角モードを実現する。
【００９１】
　第１の視野角制御処理は、表示部１８の構成要素を制御して視野角を変更する処理であ
る。本実施形態では、この場合の視野角制御方向が、図７（ａ）と同様、通常ポジション
において、表示方向に対して垂直方向（ユーザからみて左右方向）となるように、表示部
１８が構成されている。
【００９２】
　第２の視野角制御処理は、表示画面４に表示するための内容を示す表示用データに対し
て、ガンマ補正などのソフトウェアによる画像処理を行って視野角を変更する処理である
。本実施形態では、この場合の視野角制御方向は、回転ポジション時の表示方向（図２（
ｃ））に対して垂直方向（ユーザからみて左右方向）となるように、画像処理に用いるパ
ラメータがあらかじめ設定されている。
【００９３】
　上記第１の視野角制御処理は、例えば、特許文献３、特許文献４、特許文献５、および
、特許文献６などに開示されている構成を採用することで実現することができる。
【００９４】
　また、上記第２の視野角制御処理は、例えば、輝度を補正することにより実現すること
が可能である。図９は、通常時および狭視野角制御時の入力輝度値と出力輝度値との関係
を示すグラフである。
【００９５】
　図９に示すとおり、狭視野角制御時には、表示制御部３４に入力される信号の輝度値に
対して、表示部１８へ出力される信号の輝度値を画像補正部３３が補正する。これにより
、コントラスト比を小さくなるので、人の目からは画面が見難くなる。通常時と比較して
輝度値をどの程度補正するのかは、補正値αに示されているとおりである。
【００９６】
　このようにして、光の反射が薄い斜め方向からは、文字などがより見難くなるので、狭
視野角を実現することが可能となる。
【００９７】
　以上のとおり、本発明の実施形態にかかる携帯電話機１は、表示部１８が通常ポジショ
ンから回転ポジションへと切り替えられたときには、回転ポジションにおいて適切な視野
角制御を実行する。具体的には、上述の第１の視野角制御処理の解除を実行し、第２の視
野角制御処理を実行する。これにより液晶表示装置の使用状態（表示部１８の回転位置／
表示画面４の表示方向）に応じて、適切な視野角制御を行うことが可能となる。
【００９８】
　以下では、上記２つの視野角制御処理を切り替えて実行する携帯電話機１についてより
詳細に説明する。
【００９９】
　〔携帯電話機の構成－詳細〕
　図１は、本発明の実施形態にかかる携帯電話機１の要部構成を示すブロック図である。
図１は、図３に示す携帯電話機１における、液晶表示装置の使用状態に応じて、適切な視
野角制御を行う動作に関する構成の詳細を示している。
【０１００】
　図１に示すとおり、携帯電話機１の制御部２１は、視野角モード設定部３０、ポジショ
ン判定部３１、視野角変更部３２、画像補正部３３、および、表示制御部３４を備える構
成である。視野角変更部３２、画像補正部３３、および、表示制御部３４は、携帯電話機
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１において、表示部１８の視野角を制御する視野角制御部４０として機能する機能ブロッ
クである。
【０１０１】
　記憶部１７は、制御部２１の各部が視野角制御にかかる動作を実行するときに、読み出
し、書き込みを行うための各種データを記憶している。具体的には、記憶部１７は、モー
ドフラグ記憶部５１、表示用データ記憶部５２を含んでいる。さらに、視野角設定情報記
憶部５３、補正値ルックアップテーブル（ＬＵＴ）５４を含んでいてもよい。
【０１０２】
　操作部１６は、携帯電話機１に動作を指示するためのユーザの操作に応じて必要な指示
信号を制御部２１に伝達する。表示部１８は、図２（ａ）～（ｃ）に示す表示画面４に画
像や動画などを含む表示用データを描画する表示パネル６２と、表示パネル６２の視野角
を変更するための視野角変化パネル６１とを備える構成である。
【０１０３】
　図１０は、表示部１８の構成を示す断面図である。図１０に示すとおり、表示パネル６
２上に視野角変化パネル６１が積層されている。視野角制御を実行する場合には、視野角
変化パネル６１のスイッチ液晶セル６１ａに電圧を印加させて液晶の配向状態を変化させ
、左右方向への光の進行方向を制御する。これにより、両サイドからは画面の表示内容が
ユーザの目から見え難くなる。
【０１０４】
　なお、図１０に示す断面図は、表示部１８の構成の一例を示すものであり、表示部１８
の構成を限定するものではない。
【０１０５】
　視野角モード設定部３０は、視野角制御部４０が実行する表示部１８の視野角制御のモ
ードを設定するものである。本実施形態では、通常視野角モード（広視野角）および制限
視野角モード（狭視野角）の２つのモードがある。視野角モード設定部３０は、２つのモ
ードの何れか一方から他方に切り替えるための操作（メイン操作ボタン群６を押下するな
ど）を、操作部１６を介して受け付けると、操作部１６が伝達する指示信号に応じて、通
常視野角モードまたは制限視野角モードのいずれかを示すモードフラグをモードフラグ記
憶部５１に設定する。
【０１０６】
　ポジション判定部３１は、表示部１８に対するユーザの操作を検知して、表示部１８の
ポジションが、上述の通常ポジション（図２（ａ））であるか、回転ポジション（図２（
ｃ））であるかを判定するものである。
【０１０７】
　上述したとおり、表示部１８を回転させるための画面回転ヒンジ部５と連動して、操作
部１６を介して、表示部１８の設置方向を示す情報が入力されると、ポジション判定部３
１は、上記情報に基づいて、現在表示部１８が、通常ポジションまたは回転ポジションの
いずれのポジションで動作しているのかを判定する。
【０１０８】
　視野角変更部３２は、上述の第１の視野角制御処理を実行するものであり、具体的には
、表示部１８の視野角変化パネル６１を制御して表示パネル６２の視野角を制御するもの
である。視野角変更部３２は、ポジション判定部３１が、表示部１８のポジションが通常
ポジションであると判定した場合で、かつ、モードフラグ記憶部５１のモードフラグが制
限視野角モードを示している場合に、視野角変化パネル６１を制御して、制限視野角モー
ドの狭視野角を実現する。このとき、図７（ａ）に示すように、通常ポジションにおいて
、表示部１８の視野角制御方向は、表示方向に対して垂直（左右方向）に定まっている。
【０１０９】
　一方、回転ポジションにおいて上述の第２の視野角制御処理が実行されるときに、制限
視野角モードの狭視野角制御を実行している場合には、当該狭視野角制御を停止する。
【０１１０】
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　画像補正部３３は、上述の第２の視野角制御処理を実行するものであり、具体的には、
表示パネル６２に出力すべき、表示画面４に表示する対象となる表示用データ（表示対象
データ）の画素値を補正して、表示画面４における視野角を制御するものである。
【０１１１】
　本実施形態では、制限視野角モードの狭視野角を実現するための画素補正パラメータが
あらかじめ設定されている。画像補正部３３は、ポジション判定部３１が、表示部１８の
ポジションが回転ポジションであると判定した場合で、かつ、モードフラグ記憶部５１の
モードフラグが制限視野角モードを示している場合に、上記画素補正パラメータに基づい
て、表示用データ記憶部５２から取得した表示用データを補正する。狭視野角用に補正さ
れた補正後表示用データは、表示制御部３４を介して表示パネル６２に出力される。
【０１１２】
　なお、本実施形態では、あらかじめ設定された上記画素補正パラメータは、回転ポジシ
ョン時において、表示部１８の視野角制御方向が、左右方向となるように定められている
。そして、左右方向からの視野角が狭くなるように定められている。これにより、周囲の
人からの覗き見を適切に防止することが可能となる。
【０１１３】
　図４は、制限視野角モード時に、表示部１８が回転ポジションの状態である場合におい
て、表示画面４の正面方向にいる人８１が見る画像と、表示画面４の斜め方向にいる人８
２・８３が見る画像とを示している。
【０１１４】
　図４に示されるように、回転ポジションでの画像補正部３３が実現する制限視野角モー
ドでは、正面方位では表示画面４の画像が視認されるが、右側面方位あるいは左側面方位
からは、黒い表示または別の画像が視認されるのみであり、表示画面４の画像が視認され
ない。
【０１１５】
　表示制御部３４は、表示用データ記憶部５２に記憶されている表示用データ、または、
画像補正部３３が生成した補正後表示用データを表示パネル６２が処理可能な形式に変換
して表示パネル６２に出力するものである。モードフラグ記憶部５１のモードフラグが通
常視野角モードを示している場合か、または、制限視野角モードであってもポジション判
定部３１が表示部１８のポジションを通常ポジションと判定した場合には、表示用データ
に補正は適用されないので、表示制御部３４は、表示用データを表示用データ記憶部５２
から直接取得して、表示パネル６２に出力する。
【０１１６】
　さらに、表示制御部３４は、表示部１８の設定方向に応じて表示方向を切り替えて、表
示用データを出力する。すなわち、図２（ａ）に示すとおり、表示部１８が縦長に設置さ
れている場合には、表示方向が表示画面４の長い辺と並行になるように表示用データを表
示部１８に出力する。反対に、図２（ｃ）に示すとおり、表示部１８が横長に設置されて
いる場合には、表示方向が表示画面４の短い辺と並行になるように表示用データを表示部
１８に出力する。
【０１１７】
　この場合、ポジション判定部３１は、表示部１８の回転操作ではなく、表示制御部３４
による表示方向の切り替え動作に応じて、表示方向を判定してもよい。
【０１１８】
　なお、表示用データ記憶部５２は、フレームメモリとして表示制御部３４の内部に実現
されていてもよい。
【０１１９】
　さらに、制限視野角モード時の視野角度を視野角設定情報記憶部５３に記憶しておき、
視野角制御部４０は、視野角設定情報記憶部５３において設定された視野角度に基づいて
視野角制御を実行する構成としてもよい。この場合、視野角モード設定部３０は、操作部
１６を介して、ユーザが選択する視野角度を示す情報を受け付けて、視野角設定情報記憶
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部５３に格納する。
【０１２０】
　これにより、視野角変更部３２が視野角制御を実行する場合でも、画像補正部３３が視
野角制御を実行する場合でも、常に、視野角度が同一になるように表示部１８を構成する
ことができる。
【０１２１】
　例えば、表示部１８が回転ポジションに切り替えられても通常ポジション時と同じ視野
角度で視野角制御を実現した場合は、以下の構成となる。補正値ＬＵＴ５４には、視野角
変更部３２が実現する通常ポジション時の視野角度と同じ視野角度になるように画素補正
パラメータが設定されている。画像補正部３３は、補正値ＬＵＴ５４の上記画素補正パラ
メータを参照して表示用データを補正することにより、通常ポジション時と同角度の狭視
野角を回転ポジションにおいても実現することができる。補正値ＬＵＴ５４に記憶されて
いる画素補正パラメータは、上述のとおり１つでもよいし、実現したい視野角度に対応付
けられて複数記憶されていてもよい。
【０１２２】
　また、補正値ＬＵＴ５４は、対応表に限定されず、対応関係を示すグラフの情報を記憶
していてもよい。
【０１２３】
　具体的には、輝度値を補正してコントラスト比を小さくすることによって、狭視野角を
実現する場合には、実現したい視野角度と該視野角を実現するためのコントラスト比との
対応関係、および、コントラスト比と該コントラスト比を実現するための輝度値との対応
関係を、補正値ＬＵＴ５４に記憶して、画像補正部３３が参照できるようにすればよい。
【０１２４】
　図１１は、補正値ＬＵＴ５４に記憶されている、実現したい視野角度と該視野角を実現
するためのコントラスト比との対応関係を示すグラフである。
【０１２５】
　コントラスト比を調整することによる視野角制御では、ある角度を境に一気に見えなく
なるのではなく、表示画面に対して垂直方向を０度として、角度を大きくする（表示画面
を斜めから見る）につれ、徐々に見えなくなる。
【０１２６】
　図１１のグラフの横軸は、表示画面に対して垂直方向を起点（０度）としたときの、表
示画面を見るユーザの視線の角度を示す。横軸の最右端Ｘは、上記表示画面の表示内容が
完全に見えなくなる角度Ｘを示す。例えば、図７（ｂ）のθｎ・θｗなどである。図７（
ｂ）にも示すとおり、狭視野角制御を実現する場合の角度Ｘは、通常時に比べて小さくな
る（θｎ＜θｗ）。そして、縦軸は、上記角度での狭視野角を実現するために対応するコ
ントラスト比を示す。これにより、画像補正部３３は、実現したい視野角に応じて必要な
コントラスト比を特定することができる。
【０１２７】
　図１２は、補正値ＬＵＴ５４に記憶されている、実現したいコントラスト比と該コント
ラスト比を実現するための輝度補正値（図９の補正値α）との対応関係を示すグラフであ
る。
【０１２８】
　上述の過程でコントラスト比を特定したのち、画像補正部３３は、図１２に示すグラフ
から、該コントラスト比にするための輝度補正値を特定する。
【０１２９】
　これにより、画像補正部３３は、補正に必要な輝度補正値を、実現したい視野角度に応
じて取得して、任意の視野角度を実現することが可能となる。
【０１３０】
　上述したとおり、本実施形態の携帯電話機１の構成によれば、表示部１８の使用状態の
切り替え（表示部１８の回転位置、表示制御部３４が出力する表示内容の表示画面４にお
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ける表示方向）を、ポジション判定部３１が検知して、切り替え後のポジションを判定す
る。
【０１３１】
　そして、視野角制御部４０（視野角変更部３２）は、ポジション切り替え前の通常ポジ
ション時に制限視野角モードを実行している場合には、当該モードの狭視野角制御を停止
する。
【０１３２】
　これにより、通常ポジションから回転ポジションへと使用状態が切り替えられた場合に
、回転ポジション時では不適切な通常ポジション時の視野角制御方向での視野角制御が継
続して実行されることを防止することができる。
【０１３３】
　さらに、制限視野角モードが設定されている場合には、視野角制御部４０（画像補正部
３３）が、回転ポジションに切り替った場合に、回転ポジション時の適切な視野角制御方
向での視野角制御を実行する。
【０１３４】
　以上のことから、表示部１８の使用状態（表示部１８の回転位置、および／または、表
示画面４の表示方向）に応じて、適切な視野角制御を行うことが可能となる。
【０１３５】
　なお、本実施形態では、携帯電話機１は、画面回転ヒンジ部５の動作に応じて、表示部
１８の変更された使用状態をポジション判定部３１が判定する構成としたが、本発明の視
野角制御装置は上記構成に限定されない。
【０１３６】
　例えば、図８（ａ）に示すように、本体を傾けて表示部１８の回転位置を変更するよう
な携帯電話機１の場合でも、ポジション判定部３１がポジションを判定できるよう、表示
部１８に傾きセンサを設けることが考えられる。この場合、ポジション判定部３１は、表
示部１８の傾きに応じて入力される傾きセンサからの信号に応じて、表示部１８の回転位
置を判定する。
【０１３７】
　あるいは、表示部１８のポジション変更の操作とは独立して、メイン操作ボタン群６な
どの操作に応じて表示画面４の表示方向を変更する携帯電話機１も想定される。この場合
、ポジション判定部３１は、表示部１８のポジションに関わらず、表示方向を切り替える
操作に応じて、使用状態を判定する。
【０１３８】
　〔視野角制御フロー〕
　図５は、本実施形態の携帯電話機１における表示部１８の視野角制御の処理の流れを示
すフローチャートである。
【０１３９】
　まず、ユーザにより表示部１８が操作され、表示部１８のポジションが変更されると、
ポジション判定部３１が、ポジションの変更を検知する（Ｓ１においてＹＥＳ）。視野角
制御部４０（視野角変更部３２、画像補正部３３、および、表示制御部３４）は、モード
フラグ記憶部５１のモードフラグを参照し、携帯電話機１が制限視野角モードであるか否
かを判断する（Ｓ２）。
【０１４０】
　ここで、上記モードフラグが通常視野角モードを示していると判定した場合は（Ｓ２に
おいてＮＯ）、表示制御部３４は、表示用データ記憶部５２から表示画面４に表示すべき
表示用データを取得して、表示パネル６２に出力する。これにより、視野角制御は行われ
ず、天地が正しくなるように表示方向のみが変更されて、表示画面４の表示内容が更新さ
れ、処理は終了する（Ｓ９）。
【０１４１】
　一方、上記モードフラグが制限視野角モードを示していると視野角制御部４０が判定し
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た場合は、視野角設定情報記憶部５３に記憶された設定中の視野角度の情報を取得して（
Ｓ３）、上記視野角度に基づいた視野角制御を実行する。
【０１４２】
　ポジション判定部３１が、検知した変更後のポジションは通常ポジションであると判定
した場合には（Ｓ４においてＡ）、視野角制御部４０は、画像補正部３３が実行する視野
角制御を解除する（Ｓ５）。具体的には、表示制御部３４は、画像補正部３３により生成
された補正後表示用データの代わりに、当該補正前の表示用データを表示パネル６２に出
力する。このとき、天地が正しく表示されるよう表示用データに適切な処理を施して表示
パネル６２に出力する。続いて、視野角変更部３２は、Ｓ３で取得した視野角度に基づい
て、視野角変化パネル６１を制御して、視野角制御を実行する（Ｓ６）。
【０１４３】
　これにより、通常ポジションにおいて、表示方向が変更されて表示内容が更新され、狭
視野角にて表示される（Ｓ９）。
【０１４４】
　ポジション判定部３１が、検知した変更後のポジションは回転ポジションであると判定
した場合には（Ｓ４においてＢ）、視野角制御部４０は、視野角変更部３２が実行する視
野角制御を解除する（Ｓ７）。視野角変更部３２が、視野角変化パネル６１への視野角制
御を停止する。続いて、画像補正部３３は、表示用データを補正して視野角制御を実行す
る（Ｓ８）。具体的には、画像補正部３３は、Ｓ３で取得した視野角度に対応付けられた
画素補正パラメータを取得する。そして、上記画素補正パラメータに基づいて、表示用デ
ータ記憶部５２から取得した、ポジション変更直前の表示用データを補正する。補正後表
示用データは、表示制御部３４を介して表示パネル６２に出力される。
【０１４５】
　これにより、回転ポジションにおいて、表示方向および画素値が補正されて表示内容が
更新され、狭視野角にて表示される（Ｓ９）。図６は、回転ポジションにおいて、制限視
野角モードが実現される場合の視野角制御方向を示す図である。図６に示すとおり、視野
角制御方向は、表示画面４の表示方向に対して垂直方向になり、ユーザからみて左右方向
側面からの視野を制限することができる。これにより、表示部１８のポジションを回転ポ
ジションに変更した場合でも、適切な視野角制御方向にて視野角を制御することができる
ので、表示画面４に表示される内容を周囲の人に覗き見されることを防ぐことができる。
【０１４６】
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の変
更が可能である。すなわち、請求項に示した範囲で適宜変更した技術的手段を組み合わせ
て得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【０１４７】
　最後に、携帯電話機１の各ブロック、特にポジション判定部３１および視野角制御部４
０は、ハードウェアロジックによって構成してもよいし、次のようにＣＰＵを用いてソフ
トウェアによって実現してもよい。
【０１４８】
　すなわち、携帯電話機１は、各機能を実現する制御プログラムの命令を実行するＣＰＵ
（central processing unit）、上記プログラムを格納したＲＯＭ（read only memory）
、上記プログラムを展開するＲＡＭ（random access memory）、上記プログラムおよび各
種データを格納するメモリ等の記憶装置（記録媒体）などを備えている。そして、本発明
の目的は、上述した機能を実現するソフトウェアである携帯電話機１の制御プログラムの
プログラムコード（実行形式プログラム、中間コードプログラム、ソースプログラム）を
コンピュータで読み取り可能に記録した記録媒体を、上記携帯電話機１に供給し、そのコ
ンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記録媒体に記録されているプログラムコードを読
み出し実行することによっても、達成可能である。
【０１４９】
　上記記録媒体としては、例えば、磁気テープやカセットテープ等のテープ系、フロッピ
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ー（登録商標）ディスク／ハードディスク等の磁気ディスクやＣＤ－ＲＯＭ／ＭＯ／ＭＤ
／ＤＶＤ／ＣＤ－Ｒ等の光ディスクを含むディスク系、ＩＣカード（メモリカードを含む
）／光カード等のカード系、あるいはマスクＲＯＭ／ＥＰＲＯＭ／ＥＥＰＲＯＭ／フラッ
シュＲＯＭ等の半導体メモリ系などを用いることができる。
【０１５０】
　また、携帯電話機１を通信ネットワークと接続可能に構成し、上記プログラムコードを
、通信ネットワークを介して供給してもよい。この通信ネットワークとしては、特に限定
されず、例えば、インターネット、イントラネット、エキストラネット、ＬＡＮ、ＩＳＤ
Ｎ、ＶＡＮ、ＣＡＴＶ通信網、仮想専用網（virtual private network）、電話回線網、
移動体通信網、衛星通信網等が利用可能である。また、通信ネットワークを構成する伝送
媒体としては、特に限定されず、例えば、ＩＥＥＥ１３９４、ＵＳＢ、電力線搬送、ケー
ブルＴＶ回線、電話線、ＡＤＳＬ回線等の有線でも、ＩｒＤＡやリモコンのような赤外線
、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、８０２．１１無線、ＨＤＲ、携帯電話網、衛星回線
、地上波デジタル網等の無線でも利用可能である。なお、本発明は、上記プログラムコー
ドが電子的な伝送で具現化された、搬送波に埋め込まれたコンピュータデータ信号の形態
でも実現され得る。
【産業上の利用可能性】
【０１５１】
　本発明の液晶表示装置は、該液晶表示装置の使用状態に応じて適切な視野角を維持する
ことができるので、異なる回転位置または異なる表示方向で動作する液晶表示装置を備え
る情報処理装置に適用できる。さらに、本発明の液晶表示装置は、使用状態に応じて適切
な視野角制御方向で視野角を制限することができるので、特に、小型であって、液晶表示
装置を容易に回転させることができ、かつ、周囲の人に覗き見される環境下で頻繁に使用
される、携帯電話機などの携帯型情報端末装置に好適に用いられる。
【図面の簡単な説明】
【０１５２】
【図１】本発明の実施形態にかかる携帯電話機の要部構成を示すブロック図である。
【図２】（ａ）～（ｃ）は、本発明の実施形態にかかる携帯電話機の外観を示す図である
。
【図３】本発明の実施形態にかかる携帯電話機の概略構成を示す図である。
【図４】本実施形態の携帯電話機が制限視野角モードに設定されているときに、正面ある
いは斜め方向から視認される表示画面を示す図である。
【図５】本実施形態の携帯電話機における表示部の視野角制御の処理の流れを示すフロー
チャートである。
【図６】回転ポジションにおいて、制限視野角モードが実現される場合の視野角制御方向
を示す図である。
【図７】（ａ）および（ｂ）は従来技術を示すものであり、（ａ）は、携帯電話機の表示
画面を正面から見た図であり、（ｂ）は、表示画面を上面から見た図である。
【図８】（ａ）および（ｂ）は従来技術を示すものであり、表示部を回転して使用可能な
携帯電話機を示す図である。
【図９】狭視野角制御をソフトウェアによる画像処理によって実現する場合の、表示部に
おける表示用データの入力輝度値と出力輝度値との関係を示すグラフである。
【図１０】表示部の構成を示す断面図である。
【図１１】補正値ＬＵＴに記憶されている、実現したい視野角度と該視野角を実現するた
めのコントラスト比との対応関係を示すグラフである。
【図１２】補正値ＬＵＴに記憶されている、実現したいコントラスト比と該コントラスト
比を実現するための輝度補正値との対応関係を示すグラフである。
【符号の説明】
【０１５３】
１　携帯電話機（液晶表示装置／携帯型情報端末装置）
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１０　アンテナ部
１１　無線処理部
１２　音声処理部
１３　音声入力部
１４　音声出力部
１５　データ処理部
１６　操作部
１７　記憶部
１８　表示部
１９　撮影部
２０　電源部
２１　制御部
３０　視野角モード設定部
３１　ポジション判定部（表示方向判定手段／回転位置判定手段）
３２　視野角変更部（視野角制御手段）
３３　画像補正部（視野角制御手段）
３４　表示制御部（視野角制御手段／表示方向切替手段）
４０　視野角制御部（視野角制御手段）
５１　モードフラグ記憶部
５２　表示用データ記憶部
５３　視野角設定情報記憶部（視野角情報記憶部）
５４　補正値ルックアップテーブル
６１　視野角変化パネル
６２　表示パネル

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】
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【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】
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【手続補正書】
【提出日】平成19年12月18日(2007.12.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部に表示された表示内容の天地を示す表示方向を、少なくとも２種類の表示方向の
何れかに切り替える表示方向切替手段と、
　上記表示方向切替手段によって切り替えられた表示方向を判定する表示方向判定手段と
、
　上記表示部の視野角の広狭を、上記表示方向判定手段が判定した表示方向に対応する一
定の視野角制御方向で変更する視野角制御手段とを備え、
　上記表示方向に対応する一定の視野角制御方向とは、上記表示部の表示方向を上下方向
とした場合の該表示部の左右方向であり、
　上記表示方向判定手段が判定した切り替え後の表示方向と、切り替え前の表示方向との
角度差と、
　上記視野角制御手段が視野角制御するときの、切り替え前の表示方向に対応する第１視
野角制御方向と、上記切り替え後の表示方向に対応する第２視野角制御方向との角度差と
は、同一であり、
　上記視野角制御手段は、
　上記第１視野角制御方向で実行する視野角制御、および、上記第２視野角制御方向で実
行する視野角制御の少なくとも一方を、上記表示部に表示する表示用データの画素値を補
正することにより実行することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　表示部が、該表示部の表示画面に対して垂直軸周りに回転し、少なくとも２種類の回転
位置の何れかに固定される液晶表示装置において、
　上記表示部の回転位置を判定する回転位置判定手段と、
　上記表示部の視野角の広狭を、上記回転位置判定手段が判定した回転位置に対応する一
定の視野角制御方向で変更する視野角制御手段とを備え、
　上記表示部の回転前の回転位置に対応する第１視野角制御方向、および、回転後の回転
位置に対応する第２視野角制御方向は、各回転位置に固定された表示部それぞれの水平方
向であり、
　上記視野角制御手段は、
　上記第１視野角制御方向で実行する視野角制御、および、上記第２視野角制御方向で実
行する視野角制御の少なくとも一方を、上記表示部に表示する表示用データの画素値を補
正することにより実行することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　上記視野角制御手段は、
　上記第２視野角制御方向における上記表示部の視野角を、視野角情報記憶部に記憶され
た角度情報が示す、上記第１視野角制御方向における視野角と同一とすることを特徴とす
る請求項１または２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　上記視野角制御手段は、
　上記第２視野角制御方向で視野角制御を行う場合に、上記第１視野角制御方向での視野
角制御を停止することを特徴とする請求項１から３までのいずれか１項に記載の液晶表示
装置。
【請求項５】
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　上記視野角制御手段は、
　さらに、上記第１視野角制御方向で狭視野角制御を実行している場合に、該狭視野角制
御を停止することを特徴とする請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　請求項１から５までのいずれか１項に記載の液晶表示装置を備えていることを特徴とす
る携帯型情報端末装置。
【請求項７】
　液晶表示装置の表示部に表示された表示内容の天地を示す表示方向を、少なくとも２種
類の表示方向の何れかに切り替える表示方向切替ステップと、
　上記表示方向切替ステップにて切り替えられた表示方向を判定する表示方向判定ステッ
プと、
　上記表示部の視野角の広狭を、上記表示方向判定ステップにて判定された表示方向に対
応する一定の視野角制御方向で変更する視野角制御ステップとを含み、
　上記表示方向に対応する一定の視野角制御方向とは、上記表示部の表示方向を上下方向
とした場合の該表示部の左右方向であり、
　上記表示方向判定ステップにて判定した切り替え後の表示方向と、切り替え前の表示方
向との角度差と、
　上記視野角制御ステップにて視野角制御するときの、切り替え前の表示方向に対応する
第１視野角制御方向と、上記切り替え後の表示方向に対応する第２視野角制御方向との角
度差とは、同一であり、
　上記視野角制御ステップでは、
　上記第１視野角制御方向で実行される視野角制御、および、上記第２視野角制御方向で
実行される視野角制御の少なくとも一方が、上記表示部に表示する表示用データの画素値
を補正することにより実行されることを特徴とする液晶表示装置の視野角制御方法。
【請求項８】
　表示部が、該表示部の表示画面に対して垂直軸周りに回転し、少なくとも２種類の回転
位置の何れかに固定される液晶表示装置の視野角制御方法であって、
　上記表示部の回転位置を判定する回転位置判定ステップと、
　上記表示部の視野角の広狭を、上記回転位置判定ステップにて判定した回転位置に対応
する一定の視野角制御方向で変更する視野角制御ステップとを含み、
　上記表示部の回転前の回転位置に対応する第１視野角制御方向、および、回転後の回転
位置に対応する第２視野角制御方向は、各回転位置に固定された表示部それぞれの水平方
向であり、
　上記視野角制御ステップでは、
　上記第１視野角制御方向で実行される視野角制御、および、上記第２視野角制御方向で
実行される視野角制御の少なくとも一方が、上記表示部に表示する表示用データの画素値
を補正することにより実行されることを特徴とする液晶表示装置の視野角制御方法。
【請求項９】
　コンピュータを、請求項１から５までのいずれか１項に記載の液晶表示装置、または、
請求項６に記載の携帯型情報端末装置の各手段として機能させるための制御プログラム。
【請求項１０】
　請求項９に記載の制御プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
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